
　第一から第五地区の合同事業「元気なまちづくり市民会議」が、各地区住民の
方と、長野市から鷲沢市長と関係担当部課長の出席のもと、7月24日（水）にし
なのきにて開催されました。
　各地区が抱えている課題、長野市に対する要望などを代表者が発言し、市の担
当部署からはそれに対する考え方や改善にあたり現在取組んでいる事などを回答
する形で議事が進められました。
　具体的には「消防局西長野分署への救急車の配置について」、「市立公民館の第一から第五分館への職員の配置に
ついて」、「ご祭礼の屋台修復と格納庫改修への市の資金援助および屋台会館の建設について」など、各地域が抱え
ている問題などを市に理解を求めると同時に要望を提案しました。これに対して、市としても改善に取組むも実現

には長い期間を要し、また資金面などの制約もあり、なかなか住民
の要望通りには進まない現状が説明されました。
　毎年恒例行事として開催されておりますので、皆さんも提案・要
望などがありましたら、各町役員または事務局にご意見をお寄せく
ださい。

　高齢者を狙う振り込め詐欺や、最近では新しい手口の悪質商法で相
変わらず被害にあって高額のお金をだまし取られる事件が、一向に減
らないと盛んに報道されております。第五地区住自協の安全防災部会
では、7月19日（金）に長野中央警察署 生活安全課 田山文子係長と長
水防犯協会玉木事務局長に中御所公民館にお越しいただいて、地域住
民約40名の参加のもとに防犯講演会を開催しました。長野市内で発
生した身近な事例を紹介して下さり、だましの手口、だまされないための心得など、非常にわかり易く話していた
だきました。また、防止のための紙芝居を織り交ぜて講演していただき、皆さん真剣に聞き入っておられました。
　振り込め詐欺の最近の手口は、「投資被害を回復します」、「パンフレット届いていますか？」、「県警の○○で
す」、「お母さん、助けて！」など。これにだまされない対処法としていくつかのキーワードを教えていただきま
した。まずは「私は大丈夫という考えは捨ててください」、「見極めることが重要です」、「一度電話を切りましょ
う」、「必ず誰かに話してください」などです。皆さんにもいつ電話がかかってくるかわかりません。どうか悪質詐
欺にだまされて泣き寝入りしないように十分ご注意ください。
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お 知 ら せ各 町 か ら の

　連日猛暑日が続く真夏のひと時を、今回は今までの裾花川右岸堤防の
サイクリングコースから、趣向を変えて高原のさわやかな空気を吸いな
がら真夏のひと時を飯綱東高原の霊仙寺湖ノルディックウォーキング
コースで7月26日（金）に実施しました。今回は総勢25名近い住民の皆
さまが参加して、インストラクターに長野市保健所の宮入綾子理学療法
士に親切に楽しく指導いただきました。今回はノルディックウォーキン
グが初体験の方やご婦人が大勢参加され、まずインストラクターから湖
畔のきれいに整備された芝生の上で、ポールの長さ調整、握り方、歩き
方、ウォーキングの効用を入念に指導いただきました。そしてポール
を使って入念に準備体操を行い、うぐいす、野鳥がさえずる林の中を
ウォークし湖畔に出てあじさい・アカツメ草・タンポポが咲き誇ってい
る2.3㎞のコースを爽やかな風を受けながら湖畔を一周しました。「む

れ温泉・天狗の館」で昼食をとり、
温泉にゆっくり入浴し高原での一日
を皆さん堪能しておられました。最高齢で参加された山田美代子さん（南
石堂町）は「親切な皆さんに支えられて、湖畔を楽しんで一周してしまい
ました。皆さんと一緒に歩けたことに満足しています。」と語っておられ
ました。そしてうだるような暑さの市街地に戻ってきました。
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　南石堂町育成部（滝沢慎一会長）では、恒例の夏休みラジオ体操を
今年も南石堂町商店街第一駐車場にて7月29日～8月1日の4日間行
いました。期間中は生憎のくもり空や雨降りでしたが、駐車場には屋
根があるため天候には影響されず、体操が始まる6時30分には毎日
30名近くの学童と保護者が集合して、NHKのラジオ体操の曲に合わ

せてみんな元気に体操したあと、
カードにスタンプを押してもらっていました。最終日には皆勤した学童は
ご褒美に図書カードをもらい、嬉しそうに並んでもらっていました。
　越坂 俊介君（小学6年生）は「1年生から毎年参加しました。当番を何
回もつとめました。」と語っていました。普段は子どもの姿をあまり見か
けない南石堂町ですが、こうした催しにはたくさん集まってきて驚きまし
た。

南石堂町
より 夏休み ラジオ体操



　長野の夏の風物詩として市民に親しまれている「長野びんずる」。今年
は、特に将来の長野を担う子どもたちに焦点をあて、子どもたちが郷土を
代表する祭りを体験することで、活気溢れる長野の実現に繋がるとの考え
から、昼間は「子どもみこし」、「子どもびんずる」などいろいろな催しが
行われました。8月3日（土）午後1時からの「子どもみこし」には、中御
所ほか５町約300人の子どもが参加して、新田町から山門まで中央通り
を町の役員に付き添われ元気よく練り歩きました。

　そして、午後3時からは東京ディズニーリゾート・スペシャルパレードが末広町交差点から昭和通りにかけ
て行進し、沿道には大勢の子どもたちが一目見ようと集まり、観衆で溢れ返っておりました。
　子どもたちには祭りで忙しい夏休みの一日でした。
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四万八千日観世音縁日

　中御所の浄土宗 明助山 観音寺では、毎年8月9日に
四万八千日の縁日が行われております。
　四万八千日とは、この日お参りすると、四万八千日お
参りしたと同じ御利益があると言われ、今年も観音寺境
内には地元の人はもとより、遠方からも大勢の善男善女

が参拝に訪れて賑わっておりました。
　特に名物なのは地口灯籠(じぐちとうろう)で、地口（言葉遊び）の川柳
に合わせた滑稽な絵のある行灯です。アッと思うような駄洒落なども書か
れていて、今年も多くの灯籠川柳の応募がありました。60句の入選作が
観音寺・四万八千日縁日の地口灯籠として飾られており、今の世代を反映
して憲法・政治などの川柳も数多く見られました。
　夜になると例年通り夜店が出店し、波田産すいか・黒姫産もろこしの露
店特価販売、子どもの金魚すくいには大勢群がっておりました。そして子
ども腕相撲大会には順番待ちに長い列をなしていました。
　西澤公民館長は「今年も盛大に縁日が開催できました。例年より多くの

参拝客がお出かけ下さったように
感じます」と語っておられまし
た。日中は夏一番の最高気温を記
録しましたが、夜になっても熱帯
夜にもかかわらず、伝統行事は大
変な賑わいでした。



　今年も夏の風物詩のご祭礼屋台巡行が7月14日（日）に執り行われました。今年の屋
台巡行には権堂町、上千歳町、西後町、新田町の4町に長沼六地蔵町の置屋台が参加し
て、午前10時にもんぜんぷら座前での綱切りの神事を皮切りに、ご祭礼加盟町ごとに
設ける会所でお囃子や踊りを披露しながら善光寺山門を目指し、ここで1台ずつ舞踊や
お囃子を奉納した後、各町毎のルートを巡行しました。

　お先乗り、役員一行は午後2時前に末広町経由で南石堂町公民館に到着し、町内
のご婦人たちのおもてなしで休息をとりました。神の代理として選ばれた渡辺真琴
君（9歳）は金色の烏帽子をかぶり、馬に乗って屋台巡行の先頭にたって各町を巡
行し、ひと時の休息をとりました。「馬に乗って高いところから見下ろすと気分が
いいです。沢山の人から写真を撮られました」と元気で誇らしげでした。馬にも好

物の人参と水が与えられ、ひと時の休息
をとっておりました。
　第五地区からは、ご祭礼加盟町の南石
堂町、北石堂町、末広町が会所を設けて
巡行する関係者にお酒などを振舞っても
てなしておりました。

ながの祇園祭り

　長野市でも、犯罪や非行のない明るい社会をどのように実現していくかが急務となっておりま
す。そこで、地域住民の連帯を強め、地域の犯罪や非行を抑止する力を増進するため、誰もが幅
広く参加できる犯罪予防活動を展開しております。犯罪と非行の防止と、犯罪と非行に陥った
人たちを立ち直らせるため、7月1日（月）にJR長野駅善光寺口広場で、長野地方検察庁、長野市
長、長野少年鑑別所長、長野県保護司会連合会長ほか大勢の関係者と市民が参加して開催されま
した。第五地区からは、中山 功 氏（長野地区保護司会 会長：写真右上)、保護司の小林 眞 氏

（中御所区長）・松本五十二氏（中御所公民館文化主事）・中嶋英見氏（第五地区主任児童委員）と高見澤忠明氏（末
広区長・第五地区会長）が参列されまし
た。
　式典は、中山会長の開始宣言に続き、
裾花小学校ポプラマーチングバンド演奏
で開始されました。来賓の挨拶と紹介の
あと、応援にかけつけた信濃グランセ
ローズの選手の紹介がありました。ま
た、少年野球チームも参加されました。
　このあと、再びマーチングバンドが、

“社会を明るくする運動”に相応しい曲
を見事に統制がとれた姿で熱演して観衆
を魅了し、拍手喝さいを受けました。

第63回 社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

第五地区からのお知らせ


